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表紙写真：師団最先任上級曹長交代式

各種行事・訓練

職場の豆知識

「めぐり合わせ」

第３師団隊員紹介コーナー

２府４県近畿の旅

滋賀県「びわ湖テラス」
～標高１１００ｍ 息を呑む絶景～

師団最先任上級曹長交代式
～第８代師団最先任上級曹長に八木准陸尉が上番～

師団最先任上級曹長交代式
和歌山サマーフェス２０２２
第３３代幕僚長 小倉１佐着任式
新着任部隊長紹介
自衛隊フェスタ５０・７０ in 滋賀高島
令和４年度対空実射訓練
夏祭り・納涼行事

近畿の守り人
３Ｄレディー
ただ今奮闘中
趣味あり〼



１ ３ 師 団 だ よ り 第１５７号 令和４年（２０２２年） ８月

師
団
は
、
令
和
４
年
７
月
28
日
（
木
）
、

千
僧
駐
屯
地
（
兵
庫
県
伊
丹
市
）
に
お
い

て
、
各
隷
下
部
隊
の
部
隊
長
及
び
先
任
上

級
曹
長
が
参
列
す
る
中
、
師
団
最
先
任
上

級
曹
長
交
代
式
を
実
施
し
た
。

師
団
長
は
、
第
７
代
最
先
任
上
級
曹
長
、

松
永

雅
貴
（
ま
つ
な
が

ま
さ
た
か
）

准
陸
尉
か
ら
最
先
任
上
級
曹
長
き
章
の
返

納
を
受
け
、
第
８
代
師
団
最
先
任
上
級
曹

長
、
八
木

慎
吾
（
や
ぎ

し
ん
ご
）
准

陸
尉
に
対
し
、
同
き
章
を
授
与
し
た
。

八
木
准
陸
尉
は
上
番
に
当
た
り
「
『
し
な

や
か
で
、
前
向
き
』
を
心
掛
け
、
師
団
長

の
統
率
を
支
え
、
良
き
伝
統
は
継
承
し
な

が
ら
、
新
し
い
考
え
方
・
発
想
・
手
段
等

を
取
り
入
れ
、
あ
ら
ゆ
る
変
化
に
対
応
し

つ
つ
、
任
務
を
完
遂
で
き
る
隊
員
の
育
成

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
決
意
を
述

べ
た
。

第８代師団最先任上級曹長（八木准陸尉）の紹介

感動のフィナーレ

師
団
は
、
令
和
４
年
８
月
６
日
（
土
）
、
和
歌
山
城

ホ
ー
ル
（
和
歌
山
県
和
歌
山
市
）
に
お
い
て
「
和
歌
山

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
２
０
２
２
～
地
域
と
共
に
～
」
を
開
催

し
た
。
本
演
奏
会
は
、
地
域
の
方
々
の
師
団
に
対
す
る

理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
、
事
前
に

応
募
頂
い
た
多
く
の
方
々
が
来
場
し
た
。

演
奏
会
の
第
１
部
は
、
第
３
音
楽
隊
（
隊
長

今
井

１
尉
）
に
よ
る
行
進
曲
「
ボ
ギ
ー
大
佐
」
で
幕
開
け
し
、

隊
形
変
換
を
交
え
た
行
進
曲
で
は
、
自
衛
隊
の
音
楽
隊

ら
し
い
統
制
さ
れ
た
動
き
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
続
い
て

信
太
菊
水
太
鼓
（
代
表

吉
村
２
曹
）
と
福
知
山
酒
呑

鬼
太
鼓
（
代
表

上
田
２
曹
）
が
勇
ま
し
く
溌
剌
と
し

た
太
鼓
演
奏
を
披
露
し
、
来
場
者
を
そ
の
迫
力
で
圧
倒

し
た
。

第
２
部
で
は
、
和
歌
山
県
出
身
の
隊
員
２
名
に

よ
る
ソ
ロ
演
奏
や
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
（
和
歌

山
市
観
光
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
吉
宗
く
ん
」
）
も
登

場
し
、
来
場
者
か
ら
は
笑
顔
と
大
き
な
拍
手
で
会

場
が
沸
い
た
。

そ
の
後
も
歌
謡
曲
な
ど
を
中
心
に
、
観
て
聴
い

て
楽
し
い
演
奏
で
幅
広
い
客
層
を
魅
了
し
た
。
来

場
さ
れ
た
方
か
ら
は
、
「
素
晴
ら
し
い
演
奏
に
感

動
し
ま
し
た
」
「
太
鼓
の
迫
力
が
す
ご
か
っ
た
で

す
」
「
今
度
は
ま
た
知
人
も
誘
っ
て
来
た
い
で
す
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
た
。

下番最先任上級曹長 挨拶

ゲストの「吉宗くん」
登場に会場も笑顔に

和歌山県出身隊員
(左)小林３曹、(右)藤井２曹

信太菊水太鼓と福知山酒吞鬼太鼓の迫力ある演奏

松永准陸尉の見送り

方面最先任上級曹長訓示

新最先任上級曹長へ敬礼（千僧駐屯地体育館）

決意を述べる八木准陸尉

パネル等
展示コーナー

感動のフィナーレ



第３師団司令部 幕僚長

令
和
４
年
８
月
１
日
（
月
）
付
で
小
倉

好
文

（
お
ぐ
ら

よ
し
ぶ
み
）
１
等
陸
佐
が
第
33
代
第

３
師
団
司
令
部
幕
僚
長
に
着
任
し
た
。
前
職
は
、

第
１
普
通
科
連
隊
長
（
練
馬
）
。

各
幕
僚
か
ら
の
出
迎
え
を
受
け
、
同
日
、
千
僧

駐
屯
地
（
兵
庫
県
伊
丹
市
）
師
団
司
令
部
庁
舎
前

に
お
い
て
着
任
紹
介
行
事
が
挙
行
さ
れ
た
。
着
任

に
当
た
り
「
関
西
で
の
勤
務
は
15
年
ぶ
り
と
な
る

が
、
精
強
な
部
隊
を
作
る
べ
く
訓
練
に
励
む
」
と

そ
の
所
信
を
述
べ
た
。

小倉 好文 １等陸佐
おぐら よしぶみ

着任挨拶

２ ３ 師 団 だ よ り 第１５７号 令和４年（２０２２年） ８月

令
和
４
年
８
月
７
日
（
日
）
、

第
３
戦
車
大
隊
・
第
３
偵
察
隊
等

は
、
「
自
衛
隊
フ
ェ
ス
タ
50
・
70

ｉ
ｎ
滋
賀
高
島
」
に
参
加
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
今
津
駐
屯
地

創
立
70
周
年
、
航
空
自
衛
隊
饗
庭

野
分
屯
基
地
創
立
50
周
年
を
記
念

し
て
高
島
市
が
主
催
し
た
も
の
で
、

自
衛
隊
の
活
動
に
対
す
る
市
民
の

理
解
を
深
め
る
た
め
、
記
念
式
典

の
他
、
音
楽
祭
や
記
念
パ
レ
ー
ド
、

装
備
品
展
示
等
が
高
島
市
内
の
複

数
の
会
場
で
開
催
さ
れ
た
。

ま
た
、
航
空
自
衛
隊
の
ブ
ル
ー

イ
ン
パ
ル
ス
に
よ
る
展
示
飛
行
も

行
わ
れ
、
快
晴
の
青
空
に
真
っ
白

な
ス
モ
ー
ク
が
描
か
れ
た
際
は
会

場
内
で
大
き
な
歓
声
が
あ
が
っ
た
。

本
イ
ベ
ン
ト
へ
の
支
援
を
通
じ
、

地
域
の
方
々
や
県
内
外
か
ら
の
多

く
の
来
場
者
か
ら
自
衛
隊
に
対
す

る
理
解
を
得
る
と
と
も
に
、
イ
ベ

ン
ト
の
盛
会
に
貢
献
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

幕僚長 出迎え

車両パレード（今津総合運動公園）

ブルーインパルス展示飛行（今津駐屯地上空）

装備品展示（今津総合運動公園）

第３施設大隊長

「明るく、楽しく、前向きに」

大隊長要望事項

出身地 長崎県
期 別 ０５Ｕ(一般幹校)
陸上総隊司令部運用部付
（朝 霞）から

はやしだ よしあき

統率方針

「任務完遂」

林田 賢明 ２等陸佐

74式戦車特別塗装 装備品展示
（あいば野演習場）



３ ３ 師 団 だ よ り 第１５７号 令和４年（２０２２年） ８月

第
３
高
射
特
科
大
隊
（
大

隊
長

船
﨑
２
佐
）
は
、
令

和
４
年
７
月
３
日(

日)

か
ら

８
月
５
日(

金)

ま
で
の
間
、

静
内
対
空
射
撃
場
（
北
海

道
）
に
お
い
て
、
令
和
４
年

度
対
空
実
射
訓
練
を
実
施
し

た
。本

年
度
は
、
大
隊
と
し
て

初
と
な
る
短
Ｓ
Ａ
Ｍ
・
近
Ｓ

Ａ
Ｍ
同
時
射
撃
を
行
う
た
め
、

大
隊
一
丸
と
な
っ
て
射
撃
に

臨
ん
だ
。

24
日
ま
で
実
施
し
た
模
擬
実

射
評
価
で
は
「
全
機
撃
墜
」
の

成
果
を
獲
得
し
、
万
全
の
態
勢

で
臨
ん
だ
実
射
訓
練
で
は
短
Ｓ

Ａ
Ｍ
の
発
射
に
続
い
て
確
実
な

目
視
で
追
随
を
続
け
た
近
Ｓ
Ａ

Ｍ
を
発
射
、
両
射
撃
部
隊
と
も

に
見
事
「
要
撃
成
功
」
を
果
た

し
、
訓
練
目
的
を
達
成
し
た
。

隊員力作のバルーンアートは大盛況（千僧駐屯地）

打ち上げ花火（姫路駐屯地）

３年ぶりの盆踊り大会（千僧駐屯地）

令
和
４
年
８
月
、
（
第
３
師
団
司
令
部
が
所
在
す

る
）
千
僧
駐
屯
地
は
駐
屯
地
を
一
般
開
放
し
、
千
僧

駐
屯
地
盆
踊
り
大
会
を
開
催
し
た
。

３
年
ぶ
り
の
開
催
に
、
約
８
，
２
０
０
名
の
来
場

者
が
訪
れ
、
自
衛
隊
と
地
域
の
方
々
が
ふ
れ
あ
う
絶

好
の
機
会
と
な
っ
た
。
伊
丹
市
の
盆
踊
り
曲
「
ワ

ッ
シ
ョ
イ
伊
丹
」
が
流
れ
る
と
盛
り
上
が
り
は
最
高

潮
に
達
し
、
隊
員
た
ち
は
、
地
域
の
方
々
と
共
に
盆

踊
り
を
楽
し
ん
だ
。

ま
た
、
姫
路
駐
屯
地
で
は
招
待
者
の
み
で
の
開
催

と
な
っ
た
が
、
姫
路
白
鷺
太
鼓
の
迫
力
あ
る
演
奏
、

夜
間
行
動
の
訓
練
展
示
が
行
わ
れ
、
最
後
に
は
花
火

が
打
ち
上
が
り
、
真
夏
の
夜
空
を
鮮
や
か
に
彩
っ
た
。

夏
祭
り
行
事
の
来
場
者
か
ら
は
、
「
久
し
ぶ
り
の

開
催
で
と
て
も
嬉
し
い
で
す
」
「
素
敵
な
思
い
出
が

で
き
ま
し
た
」
「
ま
た
、
来
年
も
参
加
し
た
い
で
す
」

等
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

第
３
師
団
は
、
あ
ふ
れ
る
笑
顔
で
地
域
の
方
々
と

ふ
れ
あ
い
、
自
衛
隊
に
対
す
る
親
近
感
を
醸
成
し
た
。

方位を点検する発射班長
（93式近距離地対空誘導弾）

素早い連携で射撃準備
(81式短距離地対空誘導弾）

実弾射撃訓練（81式短距離地対空誘導弾）

実弾射撃訓練
(93式近距離地対空誘導弾)

姫路白鷺太鼓の演奏 訓練展示（姫路駐屯地）



第３師団司令部付隊 隊本部

２等陸曹 大川 奈未

第
３
師
団
司
令
部
付
隊
隊
本
部
人
事
班
に
所
属

す
る
大
川

奈
未
（
お
お
か
わ

な
み
）
２
曹
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。
大
川
２
曹
は
、
平
成
27
年

８
月
か
ら
第
３
師
団
司
令
部
付
隊
で
勤
務
す
る
、

大
分
生
ま
れ
の
女
性
隊
員
で
す
。

Ｑ

出
身
地
と
原
隊
は
。

Ａ

大
分
県
佐
伯
市
出
身
、
職
種
は
需
品
科
で

第
１
０
１
後
方
支
援
隊
（
２
０
１
０
年
廃
止
）

で
す
。

Ｑ

入
隊
の
動
機
は
。

Ａ

海
上
自
衛
官
の
父
と
陸
上
自
衛
官
の
兄
を
見

て
、
志
し
ま
し
た
。

Ｑ

部
隊
勤
務
で
苦
労
し
た
こ
と
は
。

Ａ

部
隊
配
置
後
す
ぐ
に
演
習
で
約
１
カ
月
の
天

幕
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

Ｑ

心
に
残
る
経
験
は
。

Ａ

中
級
陸
曹
教
育
に
お
い
て
、
普
通
科
職
種
の

行
動
を
連
続
状
況
下
で
実
施
し
た
こ
と
で
す
。

初
め
て
林
の
中
で
寝
ま
し
た
。
ビ
ッ
ク
リ
！

Ｑ

尊
敬
す
る
人
は
。

Ａ

優
し
く
て
面
倒
見
の
い
い
、
潜
水
艦
乗
組
員

の
カ
ッ
コ
い
い
父
で
す
。

Ｑ

趣
味
は
。

Ａ

読
書
で
す
。
「
流
狼
の
月
」
が
オ
ス
ス
メ
で

す
。

Ｑ

今
後
の
目
標
は
。

Ａ

付
隊
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
、
職
種
部
隊
で
活

躍
す
る
こ
と
で
す
。

Ｑ

最
後
に
一
言

Ａ

陰
日
向
な
く
頑
張
り
ま
す
！

第３特殊武器防護隊

陸士長 小林 嵩明

第３偵察隊第１偵察小隊

３等陸尉 伊藤 哲

第
３
偵
察
隊
第
１
偵
察
小
隊
に
所
属
す
る
伊
藤

哲
（
い
と
う

さ
と
し
）
３
尉
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
す
。
伊
藤
３
尉
は
、
斥
候
班
長
と
し
て
日
々
後

輩
の
育
成
に
励
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ

第
何
期
で
入
校
し
ま
し
た
か
。

Ａ

令
和
３
年
10
月
に
一
般
幹
部
候
補
生
と
し
て

入
校
し
ま
し
た
。
期
別
は
21
Ｉ
で
す
。

Ｑ

幹
部
に
な
っ
た
き
っ
か
け
（
動
機
）
は
。

Ａ

憧
れ
た
上
司
の
様
に
な
り
た
い
と
考
え
た
か

ら
で
す
。

Ｑ

幹
部
候
補
生
学
校
で
の
思
い
出
は
。

Ａ

す
ば
ら
し
い
同
期
と
共
に
学
べ
た
事
で
す
。

Ｑ

ど
の
よ
う
な
業
務
を
し
て
い
ま
す
か
。

Ａ

初
級
幹
部
と
し
て
小
隊
長
の
補
佐
及
び
班
の

訓
練
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

Ｑ

幹
部
と
し
て
や
り
が
い
を
感
じ
る
時
は
。

Ａ

班
を
指
揮
し
、
任
務
を
達
成
で
き
た
時
で
す
。

Ｑ

幹
部
任
官
後
、
最
も
苦
労
し
た
こ
と
は
。

Ａ

自
身
の
考
え
を
正
確
に
伝
え
る
事
で
す
。

Ｑ

幹
部
に
な
っ
て
何
か
変
化
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ

責
任
感
が
増
し
、
充
実
し
た
日
々
を
送
れ
て

い
る
事
で
す
。

Ｑ

部
隊
等
の
隊
員
に
一
言

Ａ

部
隊
を
強
く
す
る
た
め
精
進
致
し
ま
す
。

第
３
特
殊
武
器
防
護
隊
の
小
林

嵩
明
（
こ
ば

や
し

た
か
あ
き
）
士
長
の
趣
味
で
あ
る
筋
ト
レ

に
つ
い
て
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。

Ｑ

い
つ
頃
か
ら
始
め
ま
し
た
か
。

Ａ

高
校
時
代
か
ら
始
め
ま
し
た
。

Ｑ

始
め
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
。

Ａ

高
校
内
に
あ
っ
た
ベ
ン
チ
プ
レ
ス
を
興
味
本

位
で
上
げ
よ
う
と
す
る
も
び
く
と
も
せ
ず
、
悔

し
か
っ
た
の
で
、
筋
肉
を
つ
け
て
絶
対
に
持
ち

上
げ
て
や
ろ
う
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

Ｑ

筋
ト
レ
の
面
白
さ
は
。

Ａ

少
し
ず
つ
で
す
が
重
い
重
量
を
上
げ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
り
、
回
数
が
増
え
て
い
く
の
を

肌
で
感
じ
る
こ
と
で
す
。

Ｑ

お
す
す
め
の
ポ
イ
ン
ト
は
。

Ａ

筋
肉
を
付
け
る
こ
と
で
、
重
作
業
や
戦
闘
行

動
な
ど
が
容
易
に
な
り
ま
す
。

Ｑ

部
隊
で
活
動
な
ど
し
て
い
ま
す
か
。

Ａ

最
近
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
な
か
な
か
で
き

て
い
ま
せ
ん
が
、
昼
休
み
に
有
志
で
集
ま
っ
て

筋
ト
レ
を
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

最
後
に
ひ
と
こ
と
。

Ａ

皆
さ
ん
も
筋
肉
を
付
け
て
モ
リ
モ
リ
マ
ッ
チ
ョ

マ
ン
の
陸
上
自
衛
官
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

第
３
師
団
に
は
、
４
つ
の
太
鼓
隊
が
あ
り
ま

す
。
今
回
は
、
創
部
40
周
年
を
迎
え
た
「
京
都

三
施
太
鼓
」
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
第

３
施
設
大
隊
第
１
中
隊
に
所
属
す
る
田
中

元

樹
（
た
な
か

も
と
き
）
曹
長
に
話
を
聞
い
た
。

京
都
三
施
太
鼓
は
、
昭
和
56
年
千
僧
駐
屯
地

に
お
い
て
千
僧
太
鼓
と
し
て
発
足
。
平
成
６
年

第
３
施
設
大
隊
の
大
久
保
駐
屯
地
移
駐
に
伴
い

三
施
太
鼓
に
改
名
。
一
時
は
、
部
員
５
名
ほ
ど

の
苦
し
い
時
代
も
あ
り
ま
し
た
が
、
諸
先
輩
方

の
努
力
に
よ
り
現
在
は
、
男
性
隊
員
16
名
、
女

性
隊
員
３
名
の
19
名
で
和
気
あ
い
あ
い
と
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

私
が
太
鼓
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
第
６
次

イ
ラ
ク
復
興
支
援
群
に
派
遣
さ
れ
る
際
に
、
施

設
隊
長
に
強
制
的
に
太
鼓
部
に
入
る
よ
う
に
命

ぜ
ら
れ
た
こ
と
。
（
笑
）

太
鼓
を
通
じ
て
、
人
に
や
ら
さ
れ
て
い
る
と

思
い
な
が
ら
練
習
す
る
の
と
、
聞
い
て
く
れ
る

方
の
喜
ぶ
姿
を
思
い
浮
か
べ
練
習
す
る
の
で
は

上
達
速
度
が
大
き
く
変
わ
り
、
物
事
に
取
り
組

む
姿
勢
の
あ
り
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

現
在
は
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

演
奏
機
会
は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
演
奏

後
に
お
客
さ
ん
か
ら
頂
く
激
励
・
感
謝
の
言
葉

は
、
と
て
も
や
り
が
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

本
紙
取
材
の
最
後
に
「
自
衛
太
鼓
の
魅
力
で
あ

る
力
強
さ
及
び
統
制
の
美
を
後
輩
隊
員
に
伝
え
る

と
と
も
に
、
演
奏
を
聴
き
、
少
し
で
も
自
衛
隊
に

興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
活
動
を
続
け

て
い
く
」
と
語
っ
た
。

４ ３ 師 団 だ よ り 第１５７号 令和４年（２０２２年） ８月

京都三施太鼓

田中曹長



こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は

知
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
ま
り
知
ら
な
い

近
畿
２
府
４
県
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

紹
介
し
ま
す
。

○住 所 滋賀県大津市木戸１５４７－１

○営業時間 ９時から１７時まで

〇駐 車 場 びわ湖バレイ駐車場（有料）

○アクセス 山麓駅よりロープウェイ（有料）

〇定 休 日 無 休（悪天候等により休業あり）

ロープウェイ

今
回
は
、
滋
賀
県
大
津
市
の
「
び
わ
湖
テ
ラ
ス
」
を
紹
介
し
ま
す
。

び
わ
湖
テ
ラ
ス
は
、
滋
賀
県
に
あ
る
ス
キ
ー
場
と
し
て
有
名
な
「
び
わ

湖
バ
レ
イ
」
に
、
通
年
で
楽
し
め
る
展
望
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
平
成
28
年

に
開
業
し
ま
し
た
。
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
に
乗
り
空
中
散
歩
を
楽
し
み
つ
つ
、

標
高
１
１
０
０
ｍ
に
位
置
す
る
テ
ラ
ス
に
到
着
す
る
と
、
眼
下
に
は
雄

大
な
琵
琶
湖
が
一
望
で
き
、
そ
の
圧
倒
的
な
ス
ケ
ー
ル
と
迫
力
か
ら
思

わ
ず
息
を
呑
ん
で
し
ま
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
映
え
す
る
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
も
人
気
を
集
め
、
四
季
折
々
の
景
色
を
一
目
見
よ
う
と
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

テ
ラ
ス
に
は
広
い
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
が
広
が
り
、
ソ
フ
ァ
や
チ
ェ
ア
で

ゆ
っ
た
り
と
琵
琶
湖
を
眺
め
つ
つ
、
特
別
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
せ
ま
す
。

ま
た
、
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
も
併
設
さ
れ
て
お
り
滋
賀
県
産
の
食

材
に
こ
だ
わ
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
や
ド
リ
ン
ク
、
ス
イ
ー
ツ
が
人
気
で
す
。

な
お
、
訪
れ
る
際
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
を

踏
ま
え
、
感
染
症
対
策
を
徹
底
し
て
訪
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

マメ

「

め

ぐ

り

合

わ

せ

」

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ Twitter facebook

第３師団ホームページでは、過去の３師
団だよりや、開催予定イベントの紹介など
を逐次更新しています！
ツイッター、フェイスブックも更新して

いるので、是非遊びに来てくださいね！

ｿｰｼｬﾙﾃﾞｨｽﾀﾝｽ

ﾏｽｸ着用

５ ３ 師 団 だ よ り 第１５７号 令和４年（２０２２年） ８月

１

２ びわ湖テラス

２

１

こ
の
度
「
職
場
の
豆
知
識
」
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た

「
正
木
（
ま
さ
き
）
ジ
ョ
シ
ュ
ア
」
で
す
。
「
ジ
ョ
シ
ュ

ア
」
と
い
う
名
前
は
、
旧
約
聖
書
に
登
場
す
る
人
物
（
モ
ー

ゼ
の
後
継
者
）
か
ら
と
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
、
中
央
ア
メ
リ

カ
に
あ
る
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
共
和
国
で
生
を
受
け
、
５
歳
に

な
る
こ
ろ
日
本
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
陸
上
自
衛

隊
に
入
隊
す
る
ま
で
広
島
県
で
育
ち
ま
し
た
。
そ
し
て
、
め

ぐ
り
め
ぐ
っ
て
現
在
の
補
職
に
就
い
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル

共
和
国
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
エ
ル

サ
ル
バ
ド
ル
共
和
国
は
、
中
央
ア
メ
リ

カ
、
メ
キ
シ
コ
の
南
側
、
赤
道
直
下
の

常
夏
の
国
で
す
。
言
語
は
ス
ペ
イ
ン
語

で
人
口
約
６
５
０
万
人
、
総
面
積
は
約

２
１
，
０
４
０
㎢
（
四
国
程
度
）
で
あ

り
、
コ
ー
ヒ
ー
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

１
５
０
０
年
頃
ま
で
先
住
民
の
イ
ン
デ
ィ
オ

が
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
「
ス
ペ
イ
ン
に
よ

る
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
植
民
地
化
」
に
よ
り
植

民
地
と
し
て
開
発
さ
れ
、
２
０
世
紀
に
入
り

長
い
内
戦
の
後
、
現
在
に
至
り
ま
す
。
日
本
と
は
友
好
国
で

深
い
つ
な
が
り
が
あ
り
、
青
年
海
外
協
力
隊
の
派
遣
も
継
続

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
軍
は
イ
ラ
ク
派
遣
等
も
行
っ
て

お
り
、
現
地
で
出
会
っ
た
方
々
も
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ま
だ
ま
だ
お
話
す
る
こ
と
は
尽
き
ま
せ
ん
が
、
今
回
は

こ
の
辺
で
・
・
・
。

エ
ル
・
サ
ル
バ
ド
ル
と
い
う
恐
ら
く

ほ
と
ん
ど
の
人
が
か
か
わ
る
こ
と
の
な

い
国
と
の
縁
が
で
き
ま
し
た
ね
。
何
か

不
思
議
な
め
ぐ
り
合
わ
せ
だ
と
は
思
い
ま
せ
ん
か
。

８
月
の
定
期
異
動
に
伴
い
各
駐
屯
地
に
お
い
て
も
た
く
さ

ん
の
出
会
い
や
別
れ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
異
動
さ
れ
た
方
、
受
け
入
れ
部
隊
の
方
々
は
お
互
い

慣
れ
る
ま
で
、
戸
惑
い
な
が
ら
勤
務
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
も
な
に
か
の
め
ぐ
り
合
わ
せ
で
す
。

触
れ
合
う
人
や
環
境
が
変
わ
る
こ
と
に
よ
り
新
た
な
チ
カ
ラ

を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

新
た
な
る
出
会
い
と
い
う
こ
と
で
、
今
後
と
も
「
職
場
の

豆
知
識
」
担
当
の
「
ジ
ョ
シ
ュ
ア
」
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

エルサルバドル国旗


